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参照条文

〇 刑法（明治４０年法律第４５号）

（強制わいせつ）

第１７６条 １３歳以上の者に対し、暴行又は脅迫を用いてわいせつな行為をした者

は、６月以上１０年以下の懲役に処する。１３歳未満の者に対し、わいせつな行為

をした者も、同様とする。

（強制性交等）

第１７７条 １３歳以上の者に対し、暴行又は脅迫を用いて性交、肛門性交又は口腔

性交（以下「性交等」という ）をした者は、強制性交等の罪とし、５年以上の有期。

懲役に処する。１３歳未満の者に対し、性交等をした者も、同様とする。

（準強制わいせつ及び準強制性交等）

第１７８条 人の心神喪失若しくは抗拒不能に乗じ、又は心神を喪失させ、若しくは

抗拒不能にさせて、わいせつな行為をした者は、第１７６条の例による。

２ 人の心神喪失若しくは抗拒不能に乗じ、又は心神を喪失させ、若しくは抗拒不能

にさせて、性交等をした者は、前条の例による。

（監護者わいせつ及び監護者性交等）

第１７９条 １８歳未満の者に対し、その者を現に監護する者であることによる影響

力があることに乗じてわいせつな行為をした者は、第１７６条の例による。

２ １８歳未満の者に対し、その者を現に監護する者であることによる影響力がある

ことに乗じて性交等をした者は、第１７７条の例による。

（未遂罪）

第１８０条 第１７６条から前条までの罪の未遂は、罰する。

（強制わいせつ等致死傷）

第１８１条 第１７６条、第１７８条第１項若しくは第１７９条第１項の罪又はこれ

らの罪の未遂罪を犯し、よって人を死傷させた者は、無期又は３年以上の懲役に処

する。

２ 第１７７条、第１７８条第２項若しくは第１７９条第２項の罪又はこれらの罪の

未遂罪を犯し、よって人を死傷させた者は、無期又は６年以上の懲役に処する。

（強盗・強制性交等及び同致死）

第２４１条 強盗の罪若しくはその未遂罪を犯した者が強制性交等の罪（第１７９条

。 。） 、第２項の罪を除く 以下この項において同じ 若しくはその未遂罪をも犯したとき

又は強制性交等の罪若しくはその未遂罪を犯した者が強盗の罪若しくはその未遂罪

をも犯したときは、無期又は７年以上の懲役に処する。

２ 前項の場合のうち、その犯した罪がいずれも未遂罪であるときは、人を死傷させ

たときを除き、その刑を減軽することができる。ただし、自己の意思によりいずれ
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かの犯罪を中止したときは、その刑を減軽し、又は免除する。

、 。３ 第１項の罪に当たる行為により人を死亡させた者は 死刑又は無期懲役に処する

（未遂罪）

第２４３条 第２３５条から第２３６条まで、第２３８条から第２４０条まで及び第

２４１条第３項の罪の未遂は、罰する。

○ 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）

第４条 この法律で、児童とは、満１８歳に満たない者をいい、児童を左のように分

ける。

一～三 （略）

２ （略）

第３４条 何人も、次に掲げる行為をしてはならない。

一～五 （略）

六 児童に淫行をさせる行為

七～九 （略）

２ （略）

第６０条 第３４条第１項第６号の規定に違反した者は、１０年以下の懲役若しくは

３００万円以下の罰金に処し、又はこれを併科する。

２～５ （略）

〇 東京都青少年の健全な育成に関する条例（昭和３９年条例第１８１号）

（定義）

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定

めるところによる。

一 青少年 １８歳未満の者をいう。

二～四 （略）

（青少年に対する反倫理的な性交等の禁止）

、 。第１８条の６ 何人も 青少年とみだらな性交又は性交類似行為を行つてはならない

（罰則）

第２４条の３ 第１８条の６の規定に違反した者は、２年以下の懲役又は１００万円

以下の罰金に処する。

（青少年についての免責）

第３０条 この条例に違反した者が青少年であるときは、この条例の罰則は、当該青

少年の違反行為については、これを適用しない。


